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市報

 令和３年(２０2１）

さかいみなと

 内　容

●新型コロナワクチン情報・支援制度ほか・P２～３

●９月は障がい者雇用支援月間です　ほか・P４～５

●空家の利活用や解体に関する補助制度等　ほか・P６～８

●環境への取り組み・・・・・・・・・・・P９

●人権政策室からのお知らせ　ほか・・・・P10～11

●情報あらかると・・・・・・・・・・・・P12～13

●お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・P14～21

●子育てひろば・図書館に行こう　ほか・・P21～25

●学校給食レシピ・今月のげんきちゃん・・P26

瀬川選手・ＪＫモルナル
選手団とオンライン交流
　境港市を拠点として活動し、東京２０２０
オリンピックにセーリング男子フィン級で
出場した瀬川和正選手と、男子レーザー級
で出場し、銀メダルを獲得したトンチ・ス
ティバノビッチ選手も所属するＪＫモルナ
ルインターナショナルレーザーチーム選手
団を交えオンライン交流が行われました。
　予定されていた境港市での事前合宿は中
止となりましたが、また会える日を楽しみ
にしています。



新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
約
は
お
済
み
で
す
か
？

■副反応のリスクについて
　接種後に次のような症状が起こる場合があり、副反応と言います。副反応は、
免疫反応の現れと考えられており、通常、数日以内に治ります。ワクチン接種に
よる発症予防効果などのメリットと比較していただき、ワクチン接種をご検討く
ださい。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

☎
47
‐
１
０
４
１

　あなた自身とあなたの大切な人を守るため新型コロナワクチン接種を検討して
ください。不確かな情報に惑わされず、正しい情報を基にご本人が接種するか判
断してください。
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売上規模（月平均） 交付額

２０万円以上
５０万円未満

２０万円

５０万円以上
２００万円未満

３０万円

２００万円以上 ４０万円

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の

事
業
者
向
け
支
援

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
深
刻
な
影
響
を
受
け
た
幅
広

い
業
種
の
事
業
者
を
対
象
と
し
た

国
・
県
の
支
援
策
に
つ
い
て
ご
案
内

し
ま
す
。

月
次
支
援
金
（
国
）

　

今
年
４
月
以
降
に
実
施
さ
れ
た
緊

急
事
態
措
置
ま
た
は
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
に
伴
う
影
響
に
よ
り
、
売

上
が
50
％
以
上
減
少
し
た
中
小
法

人
・
個
人
事
業
者
等
に
対
し
、
売
上

の
減
少
に
応
じ
た
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

▼
対
象
者

（
①
②
を
満
た
せ
ば
、
業
種
・
地
域

問
わ
ず
対
象
と
な
り
ま
す
）

①
緊
急
事
態
措
置
ま
た
は
ま
ん
延
防

　

止
等
重
点
措
置
に
伴
う
飲
食
店
の

　

休
業
・
時
短
営
業
ま
た
は
外
出
自

　

粛
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

　

も
し
く
は
そ
れ
ら
飲
食
店
と
直
接

　

・
間
接
の
取
引
が
あ
る
こ
と
。

②
緊
急
事
態
措
置
ま
た
は
ま
ん
延
防

　

止
等
重
点
措
置
が
実
施
さ
れ
た
４

　

月
以
降
の
月
の
う
ち
、
措
置
の
影

　

響
を
受
け
て
月
間
売
上
が
令
和
元

　

年
ま
た
は
令
和
２
年
の
同
じ
月
と

　

比
べ
て
50
％
以
上
減
少
し
て
い
る

　

こ
と
。

▼
給
付
額

　

令
和
元
年
ま
た
は
令
和
２
年
の
対

象
と
な
る
月
の
売
上
か
ら
、
令
和
３

年
４
月
以
降
の
対
象
と
な
る
月
を
引

い
た
額
。

※
対
象
と
な
る
月
と
は
対
象
者
②
に

　

該
当
す
る
月
。

・
中
小
企
業
等　

上
限
20
万
円
／
月

・
個
人
事
業
者
等　

上
限
10
万
円
／
月

▼
申
請
期
間

　

原
則
、
対
象
月
の
翌
月
か
ら
２
カ

月
間
。

（
例
）
８
月
分
の
売
上

　
　
　

９
月
１
日
〜
10
月
31
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

月
次
支
援
金
事
務
局

　

☎
０
１
２
０
‐
２
１
１
‐
２
４
０

コ
ロ
ナ
禍
打
破
特
別
応
援
金
（
県
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
経
営
上
の
影
響
を
大
き
く
受

け
た
県
内
の
中
小
企
業
者
等
（
個
人

事
業
者
を
含
む
）
に
対
し
、
今
後
の

事
業
継
続
の
支
援
を
目
的
に
、
家
賃

等
固
定
費
な
ど
事
業
全
般
に
広
く
使

え
る
応
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

次
の
①
②
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
（
併
給
不
可
）

《
①
事
業
継
続
支
援
》

　

今
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間
で
、

任
意
の
３
カ
月
の
事
業
収
入
の
平
均

額
が
、
令
和
２
年
ま
た
は
令
和
元
年

の
同
平
均
額
と
比
較
し
て
30
％
以
上

減
少
し
て
い
る
県
内
事
業
者
。

◇
給
付
額

※
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
安
心
対

　

策
認
証
店
」
を
取
得
し
て
い
る
場

　

合
、
認
証
店
加
算
分
と
し
て
、
店

　

舗
数
×
10
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

《
②
新
規
創
業
支
援
》

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３

年
５
月
24
日
ま
で
に
新
規
創
業
し
、

事
業
継
続
期
間
が
３
カ
月
以
上
あ
る

こ
と
。

◇
給
付
額

　

１
事
業
者
あ
た
り
10
万
円

▼
申
請
期
限　

９
月
30
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

コ
ロ
ナ
禍
打
破
特
別
応
援
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
県
商
工
労
働
部
内
）

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
１

▼
全
般
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

3　令和３年９月



９
月
は
「
障
が
い
者
雇
用
支
援
月
間
」
で
す

　
　

障
が
い
者
の
就
労
・
雇
用
に
は

　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

　

障
が
い
者
が
就
労
に
向
け
て
受
け
ら
れ
る
相
談
支
援
制
度
、
ま
た
、
事
業
主
が
障
が
い
者
を

雇
用
し
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
助
成
制
度
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
１
人
で
も
多
く
の
障
が
い
者
が
就
職
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【問い合わせ先】

◇障害福祉サービスの利用等

　について

　福祉課　福祉係

　　☎４７－１１２１

◇事業主の助成制度について

　水産商工課　商工振興係

　　☎４７－１０５６

　法定雇用率

　従業員を４３．５人以上雇用する全ての民間企

業の事業主は、従業員の一定割合（法定雇用率）

以上の割合で障がい者を雇用することが義務付け

られています。

事業主区分 雇用率

民間企業 ２．３％

国、地方公共団体等 ２．６％

　相談窓口
　障がい者の就労について、さまざまなニーズや課題に応じて相談ができる窓口が

ありますのでご活用ください。

◇障害者就業・生活支援センターしゅーと　☎・FAX３７－２１４０

　「就職がなかなかできない」「仕事がうまくいかない」「自立して生活したい」な

どの悩みについて、仕事と生活の両面からの相談や支援を行います。

　また、事業主に対する雇用管理に関する助言、就職後の職場定着支援を行います。

◇ハローワーク米子　☎３３－３９１１ FAX３３－３９５９

　就労相談、就職活動指導、求職登録等さまざまな支援を行います。

◇県立境港ハローワーク（市役所別館１階）　☎４４－３３９５ FAX３６－８６０９

　職業相談、職業紹介、就職後の職場定着、継続雇用等の支援を行います。

◇障害者支援センターさかいみなと　☎４４－２５２０ FAX４４－２５２６

　相談支援事業所エポック翼　☎３６－２００５ FAX３６－２００７

　ニーズに応じてサービスの利用援助、生活力を高めるための支援、専門機関の紹

介等を行います。

　障害福祉サービス
　就労したいが多少の困難さを抱えており、すぐには一般企業での就労が難しい人

が、訓練のために利用できる障害福祉サービスがあります。

※所得の状況で利用者負担金がかかる場合があります。

【就労移行支援】

　就労を希望する人に一定期間、生産活動およびその他の活動の機会を提供し、就

労に必要な知識や能力の向上のための訓練を行います。

【就労継続支援Ａ型】

　雇用契約に基づく就労の機会を提供するとともに、知識や能力の向上のために必

要な訓練を行い、一般企業での就労に向けた支援を行います。

【就労継続支援Ｂ型】

　すぐに一般企業への雇用に結びつかない人などに、就労や生産活動の機会を提供

し、就労に必要な知識や能力の向上のための訓練を行います。

　雇用支援制度
　障がい者を雇用（労働者として雇い入れた）した事業主への支援

制度についていくつかご紹介します。他にも各種助成や雇い入れ後

の職場定着に向けた支援など、様々な支援制度があります。まずは

最寄りのハローワークまたは労働局へお問い合わせください。

【トライアル雇用助成金　障害者トライアルコース】

　ハローワーク等の紹介により、障がい者を一定期間試行的に雇用

する事業主に助成します。

【トライアル雇用助成金　障害者短時間トライアルコース】

　ハローワーク等の紹介により、週２０時間以上の勤務が難しい精

神障がい者、発達障がい者を週２０時間以上の勤務を目指して一定

期間試行的に雇用する事業主に助成します。

【特定求職者雇用開発助成金　特定就職困難者コース】

　ハローワーク等の紹介により、障がい者を継続して雇用する事業

主に対して助成金を支給します。

【特定求職者雇用開発助成金　発達障害者・難治性疾患患者コース】

　ハローワーク等の紹介により、発達障がい者または難治性疾患患

者を継続して雇用する労働者として雇い入れ、雇用管理に関する事

項を把握・報告する事業主に助成します。

　「特例子会社」制度

　事業主が、障がい者の雇用に特別の配慮をした

子会社を設立し、一定の要件を満たす場合には、

特例としてその子会社に雇用されている労働者を

親会社に雇用されているものとみなして、実雇用

率を算定できることとしています。

◇ハローワーク米子　☎３３－３９１１

◇鳥取労働局　☎０８５７－２９－１７０８

障がい者の就労について

障がい者の雇用について
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市民向け「筆談セミナー」受講者募集

　きこえない・きこえにくい人等への情報提供やコミュニ

ケーションが円滑にできるよう、筆談のノウハウを伝えま

す。お気軽にお越しください。

▼と　き　１０月２日（土）午前１０時～１１時３０分

　　　　　　　　　　　　　午後２時～３時３０分

▼ところ　境港商工会議所３階大ホール

▼内　容　実技および講義

▼対　象

　高校生以上で筆談に関心のある人、仕事で窓口対応に携

わる人

▼定　員　各回２０人（先着順）

▼受講料　無料

▼申し込み方法

　福祉課窓口、市ホームページにある申込書に記入し、郵

送またはファクシミリで送ってください。郵送の場合は封

筒に「筆談セミナー申込書」と記入してください。

▼申込期限　９月１７日（金）

▼申し込み・問い合わせ先

〒６８４－８５０１

　境港市上道町３０００番地

　境港市　福祉課　福祉係

　☎４７－１１２１

FAX４２－５９８７

ミニ手話講座開催【３回連続編】

　手話言語に興味がある人を対象に、誰でも気軽に参加で

きるミニ手話講座を開催します。

▼と　き　９月２２日（水）午後７時～９時

　　　　　９月２９日（水）午後７時～９時

　　　　　１０月６日（水）午後７時～９時

▼ところ　米子コンベンションセンター

▼内　容　実技および講義

▼定　員　３０人（先着順）

▼受講料　無料

▼申し込み方法

◇郵　送

　福祉課窓口にある申込書に記入し、申込書記載の住所宛

に「ミニ手話講座申込書在中」と朱書きのうえ、郵送して

ください。

◇ファクシミリ

　ファクシミリ送信後、問い合わせ先へ確認の電話をして

ください。

◇メールフォーム

　鳥取県聴覚障害者協会ホームページ申し込みフォームに

てお申し込みください。

▼申込期限　９月１５日（水）必着

▼申し込み・問い合わせ先

〒６８２－０８２２　倉吉市葵町７２４－１５

　鳥取県中部聴覚障がい者センター

　☎０８５８－２７－２３５５

FAX０８５８－２７－２３６０

Web https://torideaf.jp/

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

　
　
　
　
　
　

の
助
成

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
人
へ
、
通
院
や
外
出
等
に
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
際
の
チ
ケ
ッ
ト
を

交
付
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

次
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
、

今
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
の
人

◇
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

◇
療
育
手
帳
Ａ

◇
下
肢
機
能
障
害
、
体
幹
機
能
障
害

　

ま
た
は
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行

　

性
の
脳
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障

　

害
（
移
動
機
能
障
害
に
限
る
）
が

　

あ
る
人
で
身
体
障
害
者
手
帳
３
級

◇
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

▼
交
付
枚
数

　

１
カ
月
に
つ
き
４
枚

▼
持
参
す
る
も
の

　

障
害
者
手
帳
も
し
く
は
療
育
手

帳
・
印
章

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　

FAX

42
‐
５
９
８
７

精
神
障
が
い
者
家
族
会
に
よ
る

第
２
回
こ
こ
ろ
の
学
習
会

▼
と　

き　

９
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師

　

鳥
取
県
済
生
会
境
港
総
合
病
院

　

心
療
内
科

　

鳥
取
大
学
医
学
部

　

精
神
行
動
医
学
分
野
教
授

　
　
　
　
　
　

岩
田　

正
明　

医
師

▼
テ
ー
マ

　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　

う
つ
病
に
つ
い
て

　

〜
自
分
・
家
族
・
周
囲
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空家の利活用や解体に関する補助制度等
　　　　　　　　　　　　　　　　　をご利用ください

　本年度より、空家に関する新たな補助制度等を創設しましたので、空家の利活用や解体
を検討されている人は、ぜひご利用ください。

【共通事項】
◇上記表はあくまでも概要ですので、詳細については事前にお問い合わせください。

◇予算の範囲内で補助金を交付しますので、申込多数の場合は、当該年度において受け付けできない場

　合があります。

◇①③については、申請前に契約・工事をしてしまうと、補助が受けられませんので、ご注意ください。

【申請・問い合わせ先】
　〒684-8501　境港市上道町３０００番地（別館２階）

　　境港市　建設部　都市整備課　空家対策推進室

　　☎４７－１０15　Mail toshiseibi@city.sakaiminato.lg.jp

【補助金等の概要】

対象建築物 対象者等 対象経費 補助額等

①
空家利活用
流通促進事
業費補助金

１年以上利用がな
い一戸建て住宅ま
たは長屋建て住宅
（不動産業者との
媒介契約が締結済
のものまたは不動
産業者が所有する
ものは当初の契約
等から２年以上経
過したもの）

◇県内に在住する個人
◇県内に本店や主たる
　事業所がある事業者
　または団体等
◇県外に在住する個人
（相続により取得し　
た場合に限る）

◇空家の利活用
　に必要な改修
　工事費用
◇改修工事に必
　要な設計費用、
　外構整備費用、
　家財道具撤去
　費用

◇補助率
　　　　１／２
◇上限額
　住宅
　　　９０万円
　住宅以外
　　１５０万円

②
空家利活用
移住定住奨
励金

１年以上定住する意志
を持って県外から本市
に転入し、①を活用し
て改修された建築物を
利用する世帯

一律２０万円

③
空家除却支
援事業費補
助金

１年以上利用がな
い居住用住宅

所有者または管理者 空家の解体、撤
去、廃材等の処
分および跡地の
整地に要する経
費

◇補助率
　　　　４／５
◇上限額
　　　６０万円

市報さかいみなと　6



■５市長による
　「トップミーティング」
　を開催しました（６月５日）

　昨年７月以降、米子市を除く境港、安来、
出雲、松江４市で新市長が誕生し、現在の
メンバーになって、初めて５市長が顔をそ
ろえ、連携強化を確認しました。
　また、市長会結成から１０年になること
を踏まえ、圏域の将来像を示した指針「振
興ビジョン」を改訂していくことを確認し
ました。

ウ ン パ く ん 通 信
（中海・宍道湖・大山圏域市長会からのお知らせ）

■中海・宍道湖・大山圏域市長会
　　　　　　　　ホームページアドレス
　　https://www.nakaumi.jp/

■問い合わせ先
　地域振興課　企画係　☎４７－１０２４

　一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財
源として実施している「コミュニティ助成事業」を活用し、えびす自治会（外江地区）がテレビやテー
ブル、掃除機などを整備しました。整備された備品は地域で活用されます。
　この事業で備品を整備することで、地域で行われるさまざまなコミュニティ活動が活発になり、
地域活性化が図られることが期待されます。

▼問い合わせ先　地域振興課　企画係　☎４７－１０２４

コミュニティ助成事業
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災害への備えは大丈夫？
自分にあった複数の情報取得手段を確保しよう

　市では、防災行政無線放送のほか、さまざまな方法で、情報を配信しています。
　災害時においては、複数の情報取得手段を確保することが大切です。

① フリーダイヤル（０１２０－４４５－０４０）
　　通話料は無料です。防災行政無線から放送された最新の６回分を聞くことができます。

②「あんしんトリピーメール」への登録
　　e-tottori-safe@xpressmail.jpへ空メールを送信。返信メールに必要事項を登録。
　　防災行政無線の放送内容のほか、選択した地域の気象、交通情報等がメールで届きます。

③ 中海テレビ
　　防災行政無線放送時111ch、121ch、123chのテレビ画面上部にテロップが流れます。
　（防災危機管理・防犯情報限定）

④ 市役所ホームページ
　　放送と同時に放送内容がホームページに掲載されます。

⑤ 戸別受信機
　　防災行政無線放送を屋内で聞くことができます。有償（申請時１回のみ3,000円）で貸与します。

⑥ ＹＡＨＯＯ防災アプリ、緊急速報（エリア）メール
　　避難指示等、緊急の情報を配信します。

▼問い合わせ先　自治防災課　危機管理室　☎４７－１０７１

市報さかいみなと　8



９月・１０月は環境美化促進月間です

　鳥取県では、県民の皆さんといっしょに、美しく快適な
生活環境作りを進めていくため、県内全域での “空き缶、
たばこの吸い殻等のポイ捨て禁止”などを定めた「鳥取県
環境美化の促進に関する条例」を制定しています。
　屋外で出たごみは、各自で持ち帰りましょう。

ごみのポイ捨てや不法投棄は犯罪です

　市内の公園、道路上、空き地などに悪質な不法投棄が後
を絶ちません。ポイ捨ても不法投棄も犯罪です。絶対にや
めましょう。
　ポイ捨てを含むごみの不法投棄は、廃棄物の処理及び清
掃に関する法律により、5年以下の懲役または１０００万
円以下の罰金が科せられます。
　また、土地の所有者・管理者の人は、定期的な草刈りの
実施や、侵入防止のための柵を設置するなど、不法投棄さ
れにくい環境を作りましょう。

土地所有者・管理者は、私有地の適正な管理をお願いします

　毎年、手入れされずに放置されている土地に関する苦情が多数寄せられています。
　定期的な除草や剪定、刈り取り後の草木の処分等、年間を通じての適正な管理をお願いします。

　土地を適正に管理していないと・・・
　　◇害虫等が発生し、近隣住民に迷惑をかけることがあります。
　　◇伸び放題になった草や枝木が隣地に入り、種子が飛んで洗濯物を汚す等、近隣住民に迷惑をかけ
　　　ることがあります。
　　◇草や枝木が道路にまで伸びて見通しが悪くなり、交通事故が発生する危険があります。
　　◇草を刈らずにそのまま枯らすと、火災の危険性が増します。
　　◇廃棄物の不法投棄場所にされてしまうことがあります。

【ごみ拾いSNSアプリを登録してみませんか】

　スマートフォン向けアプリ「ピリカ」は、誰でも気軽にごみ拾いの活動や様子を投稿できるごみ拾い
SNSアプリです。これまで、世界１０８の国でごみ拾いの活動が報告されています。
　皆さんも環境保護やきれいなまちづくりのため、このアプリ「ピリカ」を使って、身近なところでご
み拾いを行ってみませんか。
　◇簡単にごみ拾いの活動を投稿・発信することができます。
　◇ほかのユーザーからコメントや「ありがとう」がもらえます。
　◇ごみ拾いの活動履歴や集計が自動で行われます。
　こちらのホームページからインストールできます。　https://sns.pirika.org/

問い合わせ先　清掃センター　☎４２－３８０３　　　環境衛生課　脱炭素推進係　☎４７－１０６０

さかなと鬼太郎のまち 環境への取り組み
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　誰であれ、年齢を重ねれば、身体面や精神面で衰えが生じることは
避けられません。平均寿命の大幅な伸びや少子化などを背景として、
社会の高齢化が極めて急速に進んでいます。
　私たちは、高齢者を疎外したり、蔑視したりしてはいないでしょう
か。「役に立たない」などと高齢者を社会の端に押し出すような社会は、
人々が安心して暮らせる社会と言えません。
　高齢社会の中、介護を必要としている高齢者に対し、介護者が虐待
を加えるなど、悲しい事件が発生しています。虐待を防ぐためには、
地域社会で、高齢者を日常的に見守る環境が必要です。
　また、高齢者の判断力の低下を悪用した「詐欺商法」や「振り込め詐欺」等も発生し、大きな社会
問題となっています。高齢者が生きがいを持ちながら、安心して暮らすことができる、そして、地域
の重要な一員として尊重される社会の実現が求められます。

 高齢者にも安心なまちづくり
　～高齢化社会と人権～

誰もが自分らしく
いきいきと暮らせるまちを目指して

【問い合わせ先】
　地域振興課　人権政策室
　☎４７－１１０２

　長い間、世の中には、「男性」と「女性」の２つの性別しかないと認識されてきました。
　最近では、セクシュアリティ（人間の性・性のあり方）は、２つのパターン（男性・女性）に分け
られるほど単純なものではないという認識が主流となってきています。人間の姿、価値観、感情など
が人によってそれぞれ異なるように、セクシュアリティも多様です。
　人口に占める割合が少ない「セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）」をその代表的な頭文字をとっ
て、「ＬＧＢＴ」と表現することがあります。
　Ｌ（レズビアン…女性同性愛者）
　Ｇ（ゲイ…男性同性愛者）
　Ｂ（バイセクシュアル…両性愛者）
　Ｔ（トランスジェンダー…「身体の性」と「心の性」が一致しない人）
　　　　　　　　〈※「ＬＧＢＴ」以外にも、さまざまなセクシュアリティの人がいます。〉
　最近の民間での調査等によれば、セクシュアル・マイノリティの人は、日本の全人口の５～８％（約
２０人に１人）という結果も出ています。とても身近な存在ともいえます。
　セクシュアリティは、個人の尊厳にかかわる大切な問題です。誰もが自分
のセクシュアリティを尊重され、自分らしく生きることのできる社会の実現
を目指しましょう。

　　　　　　　　　　　　　　【次回のテーマは、「セクシュアル・マイノリティが直面する問題」です。】

 「ＬＧＢＴ」を知っていますか
　　～ 「多様な性」って何だろう？ ～

 
　

みんなで拓く
人権文化 217

シリーズ「セクシュアル・マイノリティと人権」 ① 〈３回連続企画〉

市報さかいみなと　10



【申し込み・問い合わせ先】　長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１
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　「災害情報投稿サイト」とは、大規模災害発生時に警察

庁ホームページ上に開設され、個人が所有する携帯電話等

で撮影した

　◇地震後の道路や建物の損壊

　◇豪雨による河川の氾濫や住宅の浸水

　◇災害に伴う渋滞の発生

など、被災状況に関する写真や動画を投稿できるウェブサ

イトです。

　投稿された情報は警察庁や撮影地を管轄する都道府県警

察で確認し、迅速な救出救助や交通規制等につなげます。

　鳥取県警察のホームページからも投稿できますので、大

規模災害発生時には写真や動画による情報提供をお願いし

ます。

※スマートフォン等の位置情報を「ON」にしての撮影を

　推奨しています。

※被害申告や救助要請の場合は、従来どおり１１０番する

　ようお願いします。

※災害が発生していない時は、ウェブサイト上で「災害情

　報投稿サイト」の広報を行っています。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

「災害情報投稿サイト」の開設
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　こんにちは。地域おこし協力隊の矢本成年です。

　心配していた梅雨の大雨が現実となりました。7月７

日から大雨が続き、7月12日には、1時間あたりの降

水量として観測史上１位の大雨の被害がありました。

　大雨によって、伯州綿の畑は水浸しとなり、若木は倒

れて葉は土に埋もれてしまい、自力では起き上がれなく

なった伯州綿の木が多くありました。

　天候が回復してから、葉の泥を水で落とし、根元に土

を盛って若木を起こす作業を栽培サポーターとともに行

いました。

　大雨の後は約１カ月間天気が良い日が続いていました

が、８月に入ってからは台風９号や秋雨前線の影響で、

再度水浸しになりました。

　市報9月号が発行される頃には、綿がはじけ始める

時期になりますが、雨風に耐えて生まれてくる伯州綿を

たくさん収穫できることを願っています。

地域おこし協力隊員だより
農政課　農業振興係　☎47－ 1049

地域地域

伯州綿

市報さかいみなと　12



情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

231消費生活相談室です消費生活相談室です
水産商工課　経済交流係　☎47－ 1029

多  文  化  共  生多  文  化  共  生  vol.5

　私は小さい頃はベトナムから離れてどこかの違う国に長

い時間行くと考えた事はなかったです。今でも時々びっく

りします。違う国、違う文化、違う言語はもちろん大変で

すが、大変なことばかりではありません。楽しいこともい

っぱいありました。日本人と話して、色々な事が分かって

きました。驚くぐらい全く逆な習慣が沢山あります。

　女性の結婚式の服装と言えば、ベトナムでは明るい色で

赤、白とかが使われますが、日本人だと黒い着物を着ると

聞きました。また、日本では果物を剥く時、刃を内側に向

けて剥きますが、ベトナムでは外側に向けて剥きます。そ

のほか、日本では車は左を走りますが、ベトナムでは右を

走るなど、いろいろ勉強になりました。

　しかし、一番気になった事は子どもの育て方です。子

どもが転んだ場合には、ベトナムの親たちは「泣かない

で、椅子のせいだね」「わんちゃんが悪かったね」など、

泣き止ませるために、物のせいにして甘やかしてしまいま

す。日本の転んだ子ど

ものお母さんは「大丈

夫だから自分で立てる

よね！」きっぱりと言

います。ベトナム親の

やり方がよくないわけ

ではありませんが、私

には子どもたちの成長

になりにくいと思えま

す。国によってそれぞ

れ文化が違いますが、

違いから学べることも

たくさんあります。

　新型コロナウイルス感染症による生活の変化により、

知らず知らずのうちにストレスをため込んでいる場合

があります。ストレスをため込みすぎると、夜眠れな

い、好きだったことも楽しめない、疲れやすい、頭痛

がするなどこころや身体に不調を感じます。そんな症

状がでたら、専門機関に相談してください。また、周

囲に辛そうにしている人がいたら、「どうしたの？」

と声をかけ、話を聞いてみてください。

　まずは、ご自分のこころの状態に関心をもち、つら

いなと感じたら誰かに相談するようにしましょう。

　市では携帯電話やスマートフォン、パソコンを利用

して気軽にストレスや落ち込み度をチェックすること

ができるシステム「こころの体温計」を導入していま

す。自分のこころに関心をもち、つらいと感じたら「こ

ころの体温計」でこころの状態をチェックしてみまし

ょう。

◇市ホームページの「こころの体温計」

　で検索またはＱＲコードよりアクセス

　してください。

▼問い合わせ先

　健康推進課　保健係　☎４７－１０４２

保健師の
　　  ちょっと一言
９月１０日～１６日は自死予防週間です

境港市に住む外国人に聞いてみました！Part2
ホアン・ティ・リン・チさん（ベトナム） 【事例１】

　「災害が原因で家屋に壊れたところがあれば火災保険の

保険金で修理できる。当社が保険金の申請サポートもす

る。」と訪問した業者に言われ契約した。後日契約書をよ

く見ると、支払われた保険金の３０％を申請サポートの手

数料として支払わねばならないと書かれている。

【事例２】

　「台風で屋根瓦が浮いている。」と業者が訪問し「保険金

が下りれば自己負担なく修理ができる。保険の申請は無料

で代行する。」と言われたので契約した。知り合いの業者

に話したところ、修理の必要はないと言われたが、契約書

には「保険適用前のキャンセルは違約金が必要」と書かれ

ている。

【アドバイス】

◇災害に便乗して不必要な住宅修理を契約させられたとい

　う相談が寄せられています。

◇災害により被害を受けたら、複数の業者から工事の見積

　もりを取り検討しましょう。

◇保険金を使って自己負担なく住宅修理ができると勧誘さ

　れてもすぐに契約しないようにしましょう。

◇保険金の請求は加入者自身で行うことが基本です。保険

　会社や保険代理店に直接相談するようにしましょう。

◇経年劣化による損傷は保険金の請求ができません。うそ

　の理由で保険金を請求することは詐欺罪に問われる可能

　性もあるので絶対にやめましょう。

◇不安に思った場合は早めにご相談ください。

▼相談受付時間

　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

災害に便乗した修理業者に注意

ベトナムの結婚式では新郎が新

婦の家にお供えの盛りかごを贈

ります。

13　令和３年９月



informationinformation

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
掲

　

載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
等

　

が
急
遽
中
止
や
延
期
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
作
り
ま
せ
ん
か
？

【
初
回
の
発
行
手
数
料
は
無
料
！

申
請
書
や
写
真
が
無
く
て
も
申
請
で

き
ま
す
】

　

お
手
元
に
交
付
申
請
書
が
な
い
場

合
で
も
、
窓
口
で
申
請
書
を
再
発
行

し
、
そ
の
ま
ま
申
請
で
き
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
写
真
の
無
料
撮
影

等
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
申
請
く
だ
さ
い
。

【
申
請
後
の
カ
ー
ド
受
け
取
り
が
日

曜
日
に
も
で
き
ま
す
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り

に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）」
が
届
い

た
人
は
、
申
請
者
本
人
の
来
庁
に

よ
り
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
カ
ー
ド
は
受
け
取
り
期
限
を
過
ぎ

て
も
保
管
し
て
い
ま
す
）

　

な
お
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
混

み
合
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

【
日
曜
交
付
窓
口
】

▼
と　

き　

９
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド

◇
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
補

　

助
、
電
子
証
明
書
の
更
新
や
暗
証

　

番
号
の
再
設
定
も
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

▼
運
動
期
間

　

９
月
21
日
（
火
）
〜
30
日
（
木
）

▼
運
動
の
重
点　

◇
子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩

　

行
者
の
安
全
の
確
保

◇
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と

　

歩
行
者
等
の
保
護
な
ど
安
全
運
転

　

意
識
の
向
上

◇
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー

　

ル
遵
守
の
徹
底

◇
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な
運

　

転
の
根
絶

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課　

自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

９
月
市
議
会
を
開
催

▼
議
会
日
程

▼
本
会
議
の
放
送

　

中
海
テ
レ
ビ
放
送
で
放
映
し
て
い

ま
す
。
各
公
民
館
で
は
、
生
放
送
を

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
生
放
送

　

午
前
10
時
か
ら
議
会
終
了
ま
で

◇
録
画
放
送

　

当
日
の
午
後
７
時
か
ら
深
夜
２
時

ま
で
の
間
、繰
り
返
し
放
送
し
ま
す
。

※
放
送
時
間
は
、
変
更
に
な
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

３
３
５
チ
ャ
ン
ネ
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

議
事
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
８

  

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
入
浴
の
お
知
ら
せ
】

▼
男
湯　

火
・
水
・
金
・
土
・
日

▼
女
湯　

月
・
木

※
西
側
浴
場
の
み
の
営
業
の
た
め
、

　

曜
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
】

　

女
性
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

65
歳
以
上
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
水
曜
日

◇
65
歳
以
上
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
70
歳
以
上
３
１
０
円
↓
３
０
０
円

【
そ
の
他
の
各
種
割
引
】

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料

（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
毎
週
月
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

有　

料　

広　

告

９月７日（火） 本会議　◇市政概要報告
　　　　◇議案上程

９日（木）
１０日（金）
１４日（火）

常任委員会

２１日（火）
２２日（水）
２４日（金）

本会議　◇一般質問

２７日（月） 常任委員会

２８日（火） 特別委員会

３０日（木） 本会議
　◇各委員長報告　ほか

市報さかいみなと　14



道
路
上
に
は
み
出
し
て

い
る
樹
木
等
の
伐
採
を

お
願
い
し
ま
す

　

夏
を
迎
え
、「
道
路
に
樹
木
や
草

が
は
み
出
し
て
い
る
。」
と
の
問
い

合
わ
せ
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

道
路
を
安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
道
路
上
に
は
み
出
し
て

い
る
草
木
の
せ
ん
定
・
伐
採
・
除
草

に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
次
の
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
る
土

地
の
所
有
者
は
、
樹
木
等
の
伐
採
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
道
路
、
歩
道
へ
樹
木
等
が
は
み
出

　

し
て
い
る
。

②
枯
れ
木
、
折
れ
木
等
に
よ
り
通
行

　

の
妨
げ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

③
竹
木
・
雑
草
の
繫
茂
に
よ
り
通
行

　

へ
の
障
害
が
あ
る
。

※
道
路
や
歩
道
に
は
み
出
し
て
い
る

　

樹
木
ま
た
は
倒
木
等
が
原
因
で
、

　

歩
行
者
や
自
動
車
等
の
交
通
事
故

　

が
起
き
た
際
は
、
樹
木
等
の
所
有

　

者
に
賠
償
責
任
が
問
わ
れ
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

※
緊
急
の
場
合
は
、
道
路
通
行
の
支

　

障
と
な
る
樹
木
や
枝
な
ど
を
道
路

　

管
理
者
が
予
告
な
く
伐
採
、
撤
去

　

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
６

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

札
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
６

枯
松
伐
採
に
つ
い
て

【
指
定
区
域
内
】

　

保
安
林
な
ど
の
公
益
性
の
高
い
松

林
は
、
区
域
を
指
定
し
、
市
が
松
く

い
虫
に
よ
る
被
害
木
の
伐
採
を
し
て

い
ま
す
。
次
の
指
定
区
域
内
で
、
被

害
の
あ
る
松
林
を
所
有
し
て
い
る
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
指
定
区
域

◇
中
野
町
か
ら
幸
神
町
ま
で
の
鉄
道

　

線
路
沿
い
の
公
益
的
松
林

◇
福
定
町
か
ら
佐
斐
神
町
ま
で
の
国

　

道
４
３
１
号
線
沿
い
の
公
益
的
松

　

林
◇
枕
川
東
側
（
三
中
道
路
〜
森
岡
神

　

社
）

◇
神
社
・
仏
閣
を
含
む
村
中
な
ど

◇
中
海
干
拓
地
内
保
安
林

【
指
定
区
域
外
】

　

住
宅
の
庭
松
等
、
指
定
区
域
外
の

枯
松
伐
採
に
は
、
市
で
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、

伐
採
前
に
対
象
木
の
調
査
を
し
ま
す

の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

informationinformation

有　

料　

広　

告

種別 土木 土木 舗装 測量・設計 土木

工事名
（業務名）

外江町汚水枝線
（その９）工事

外江町汚水枝線
（その４）工事

境港市民交流セン
ター新築工事（外構）

外渡雨水排水区
基本設計業務

境港２号汚水幹線築造
工事（１７工区）外１

入札日 7月 6日 7月 20日 7月 27日 7月 29日 8月 3日

予定価格 59,701千円 46,940千円 147,767千円 13,635千円 72,007千円

落札額 54,450千円 42,647千円 144,430千円 12,870千円 65,890千円

落札率 91.2％ 90.9％ 97.7％ 94.4％ 91.5％

落札者 コーワ建設㈲ 佐藤産業㈲ ㈲足立道路
㈱ウエスコ
境港営業所

㈲角建設

種別 設計 建築 管 管

工事名
（業務名）

外江地区汚水設計
業務委託（その１０）

麦垣町会館耐震等
改修工事（建築）

幸神町会館耐震等
改修工事（機械）

麦垣町会館耐震等
改修工事（機械）

入札日 8月 4日 8月 4日 8月 4日 8月 4日

予定価格 20,155千円 20,702千円 10,758千円 12,001千円

落札額 19,140千円 20,405千円 10,505千円 11,550千円

落札率 95.0％ 98.6％ 97.6％ 96.2％

落札者
㈱荒谷建設コンサル
タント　境港事務所

㈲北野建築工業 ㈲橋本工業所
曽我工業㈱
境港営業所
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informationinformation

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

愛
称
投
票

　

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

候
補
を
、
応
募
の
あ
っ
た
中
か
ら
投

票
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
投
票
期
間

　

９
月
11
日
（
土
）
〜
24
日
（
金
）

▼
投
票
場
所

　

生
涯
学
習
課
・
各
地
区
公
民
館
・

市
民
図
書
館
・
文
化
ホ
ー
ル

▼
投
票
対
象
作
品

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
各
投
票
場
所

に
掲
示

※
投
票
結
果
を
踏
ま
え
、
選
考
委
員

　

会
を
経
て
正
式
に
愛
称
を
決
定
す

　

る
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
の

試
験
・
更
新
講
習

　

鳥
取
県
下
水
道
協
会
は
、
排
水
設

備
工
事
の
設
計
、
施
工
等
の
技
能
を

有
す
る
「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
」
の
資
格
試
験
と
更
新
講

習
を
実
施
し
ま
す
。

【
試
験
】

▼
申
し
込
み
受
付
期
間

　

９
月
２
日
（
木
）
〜
30
日
（
木
）

▼
受
験
講
習
日

10
月
30
日
（
土
）

▼
試
験
日

11
月
13
日
（
土
）

▼
講
習
・
試
験
会
場

　

倉
吉
体
育
文
化
会
館　

大
研
修
室

　

（
倉
吉
市
山
根
５
２
９
‐
２
）

【
更
新
講
習
】

▼
対　

象

　

有
効
期
間
が
来
年
３
月
31
日
ま
で

の
人

▼
更
新
講
習　

　

例
年
講
義
形
式
で
の
開
催
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

自
宅
学
習
を
も
っ
て
更
新
講
習
と
し

ま
す
。

※
対
象
者
に
は
、
今
月
中
旬
に
更
新

　

案
内
、
申
込
書
等
が
郵
送
さ
れ
ま

　

す
。

▼
申
し
込
み
受
付
期
間

10
月
４
日（
月
）〜
11
月
５
日（
金
）

▼
受
験
案
内
配
布
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課　

普
及
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
１
８

※
日
南
町
を
除
く
県
内
市
町
村
の
、

　

下
水
道
担
当
課
で
申
し
込
み
で
き

　

ま
す
。

社
会
生
活
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

総
務
省
統
計
局
・
鳥
取
県
で
は
、

10
月
20
日
現
在
で
、
令
和
３
年
社
会

生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
わ
た
し
た
ち
が
１

日
の
う
ち
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
仕

事
、
家
事
、
地
域
で
の
活
動
な
ど
に

費
や
し
て
い
る
か
や
、
過
去
１
年
間

の
自
由
時
間
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
た
か
に
つ
い
て
調
査
し
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進
、
少
子
高
齢
化

対
策
な
ど
の
政
策
に
必
要
な
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、

調
査
員
が
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯

に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県　

統
計
課

　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
５
６
７

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

発
給
手
数
料
納
付
方
法
変
更

　

鳥
取
県
の
収
入
証
紙
制
度
が
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
10
月
１
日
か

ら
市
民
課
窓
口
で
の
発
給
手
数
料
の

納
付
が
「
収
入
証
紙
」
か
ら
「
納
付

書
」
へ
変
わ
り
ま
す
。（
コ
ン
ビ
ニ

や
金
融
機
関
で
の
納
付
が
可
能
と
な

り
ま
す
。）

　

た
だ
し
、
す
で
に
購
入
さ
れ
た
収

入
証
紙
に
つ
い
て
は
、
来
年
３
月
ま

で
は
使
用
可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

◇
鳥
取
県　

交
流
推
進
課　

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
０
８

健
診
等
と
一
緒
に
風
し
ん
の

抗
体
検
査
を
受
け
ま
せ
ん
か

　

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
の

機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、
風
し
ん
抗

体
保
有
率
が
低
い
世
代
の
男
性
を
対

象
に
、
令
和
元
年
度
か
ら
３
年
間
、

風
し
ん
の
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　

昭
和
37
年
４
年
２
日
〜
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

※
対
象
者
に
は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　

を
令
和
元
年
度
ま
た
は
２
年
度
に

　

送
付
し
て
い
ま
す
。

▼
ク
ー
ポ
ン
券
使
用
期
間

　

来
年
３
月
31
日

　

（
助
成
は
、
１
人
１
回
で
す
）

▼
受
け
方

①
抗
体
検
査

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
い
、
医
療

機
関
等
で
抗
体
検
査
を
し
ま
す
。

　

抗
体
検
査
は
、
健
診
と
同
時
に
受

け
ら
れ
ま
す
。

②
抗
体
が
な
い
場
合
、
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
使
い
予
防
接
種
を
受
け
ま
す
。

▼
実
施
で
き
る
医
療
機
関
等

　

市
内
の
内
科
・
小
児
科
を
は
じ
め
、

県
西
部
の
医
療
機
関
な
ど
で
受
け
ら

れ
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
２
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西
部
ひ
き
こ
も
り
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転

　

西
部
ひ
き
こ
も
り
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
の
西
部
事
務
所
は
、
６
月
に
米

子
市
富
士
見
町
か
ら
米
子
市
四
日
市

町
（
通
称
レ
ン
ガ
通
り
）
へ
移
転
し

ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
状

態
に
あ
る
本
人
・
家
族
か
ら
の
相
談

や
、
関
係
機
関
と
の
連
携
、
ひ
き
こ

も
り
支
援
に
関
す
る
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
支
援
内
容（
県
か
ら
の
受
託
事
業
）

◇
電
話
、
メ
ー
ル
、
来
所
、
訪
問
な

　

ど
に
よ
る
相
談
支
援

◇
関
係
機
関
へ
の
同
行
支
援
、
居
場

　

所
支
援
な
ど
の
社
会
参
加
へ
の
サ

　

ポ
ー
ト

◇
ひ
き
こ
も
り
職
場
体
験
事
業
の
実

　

施
▼
相
談
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
だ
け

で
も
、
気
持
ち
が
楽
に
な
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
で
抱
え
ず
、

思
い
切
っ
て
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
何
歳
に
な
っ
て
も
決
し
て
遅
す

ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
一
つ

ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会

福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
・
臨
床

心
理
士
な
ど
の
、
ひ
き
こ
も
り
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
対
応
し
て
お

り
ま
す
。
安
心
し
て
気
軽
に
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
料　

無
料
（
要
事
前
予
約
）

▼
受
付
時
間

　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

西
部
ひ
き
こ
も
り
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
30
‐
４
１
９
２

　

米
子
市
四
日
市
町
１
０
４
（
レ
ン

ガ
通
り
）　
　
　
　
　
　

※
来
所
時
は
、
四
日
市
駐
車
場
が
１

　

時
間
無
料
で
す
。
ご
利
用
時
に
は

　

セ
ン
タ
ー
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

車
の
点
検
・
整
備
を

　

日
常
点
検
や
定
期
点
検
は
車
の
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
地
球

温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

特
に
、
長
く
ご
使
用
の
車
は
、
細

や
か
な
点
検
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
日

頃
か
ら
車
の
健
康
管
理
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
運
輸
局
鳥
取
運
輸
支
局
検
査

・
整
備
・
保
安
担
当

　
　

☎
０
８
５
７
‐
22
‐
４
１
１
０

報
道
機
関
へ
情
報
提
供

が
で
き
ま
す

　

「
新
し
い
取
り
組
み
を
始
め
た
」

「
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
」

な
ど
、
市
内
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
、
境
港
市
で
の
取
材
活
動
を
担
当

す
る
記
者
の
会
（
境
港
記
者
会
）
へ

一
斉
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

情
報
提
供
が
き
っ
か
け
で
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
情
報
の
提
供
方
法

　

市
役
所
地
域
振
興
課
広
報
情
報
係

を
窓
口
と
し
て
受
け
付
け
、
境
港
記

者
会
会
員
へ
一
斉
に
情
報
提
供
し
ま

す
。

　

提
供
し
た
い
情
報
の
概
要
・
連
絡

先
（
担
当
者
名
・
電
話
番
号
等
）
を

明
記
し
た
文
書
を
、
電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
窓
口
へ
の
持
参
の
い
ず
れ
か
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

特
別
な
案
件
（
記
者
会
見
を
検
討

し
て
い
る
な
ど
）
で
あ
る
場
合
は
、

境
港
記
者
会
の
幹
事
社
と
協
議
し
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
境

港
記
者
会
の
幹
事
社
の
判
断
に
よ
り
、

各
社
へ
情
報
提
供
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

◇
境
港
記
者
会
会
員
の
全
社
に
情
報

　

提
供
し
ま
す
が
、
実
際
に
取
材
が

　

行
わ
れ
る
か
ど
う
か
や
、
新
聞
や

　

テ
レ
ビ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
か

　

ど
う
か
は
、
各
社
の
判
断
と
な
り

　

ま
す
。

◇
記
者
か
ら
連
絡
が
あ
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
ご
対
応
く
だ
さ
い
。

▼
境
港
記
者
会　

会
員
一
覧

　

朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
読
売
新

聞
、
産
経
新
聞
、
共
同
通
信
、
時
事

通
信
、
新
日
本
海
新
聞
、
山
陰
中
央

新
報
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
山
陰
放
送
、
日
本

海
テ
レ
ビ
、
山
陰
中
央
テ
レ
ビ
、
テ

レ
ビ
朝
日
、
中
海
テ
レ
ビ

▼
情
報
提
供
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課　

広
報
情
報
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
０

●c
h
iik
ish
in
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o
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informationinformation

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・

金
婚
記
念
祝
賀
式
典

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を
迎
え

る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
す
る
式
典
を
開

催
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
夫
婦
は
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
で
、
次
の
期
間
内
に
、

結
婚
ま
た
は
同
居
さ
れ
た
夫
婦

◇
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

　

昭
和
36
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日

　

（
今
年
中
に
婚
姻
60
周
年
）

◇
金　

婚

　

昭
和
46
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日

　

（
今
年
中
に
婚
姻
50
周
年
）

※
左
記
以
前
に
結
婚
（
同
居
）
さ
れ
、

　

こ
れ
ま
で
慶
祝
を
受
け
て
い
な
い

　

ご
夫
婦
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
と　

き

11
月
３
日
（
水
・
祝
）

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
申
し
込
み
方
法

　

長
寿
社
会
課
ま
た
は
各
地
区
民
生

委
員
か
ら
申
出
書
を
受
け
取
り
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

９
月
17
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課　

高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
９

成
人
式

　

延
期
し
て
い
た
令
和
２
年
度
成
人

式
と
令
和
３
年
度
成
人
式
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き

◇
令
和
２
年
度
成
人
式

　

来
年
１
月
８
日
（
土
）

◇
令
和
３
年
度
成
人
式

　

来
年
１
月
９
日
（
日
）

◇
両
日
共
通

・
受　

付

　

午
後
０
時
30
分
〜
１
時
15
分

・
開　

式　

午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ
（
両
日
共
通
）

　

境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

※
例
年
と
会
場
が
異
な
り
ま
す

▼
対　

象

◇
令
和
２
年
度
新
成
人　

　

平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

◇
令
和
３
年
度
新
成
人　

　

平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
案
内
状
を
、
昨
年
度
郵
送
し
た
人

　

と
、
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

　

に
、
11
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

※
市
外
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
参
加

　

を
希
望
す
る
人
は
、
12
月
３
日

　

（
金
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
１

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

　

『
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
心
と
体
』

　

〜
コ
ロ
ナ
禍
を
ど
う
過
ご
す
か
〜

　

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
活
動
を
実

践
し
、
活
躍
し
て
い
る
人
を
講
師
に

招
い
て
の
講
演
会
で
す
。

　

今
回
は
、
ネ
パ
ー
ル
で
長
く
医
療

奉
仕
活
動
を
続
け
て
き
た
経
験
か
ら
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
ど
う
過
ご
す
か
を

お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と　

き　

９
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

し
お
さ
い
会
館　

▼
講　

師　

山
根　

正
子
さ
ん

　

（
看
護
師
・
Ｒ
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
創
設
者
）

▼
定　

員

15
人

▼
申
込
期
限　

９
月
18
日
（
土
）

※
当
日
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
２
０
４

労
働
セ
ミ
ナ
ー

　

職
場
で
の
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

▼
テ
ー
マ

①
円
滑
な
人
間
関
係
を
築
く
た
め
の

　

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

②
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
で
伝
え
る
力
を
身

　

に
つ
け
よ
う
！

▼
講　

師

　

上
田　

美
鈴
さ
ん
（
国
家
資
格

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

▼
と　

き

①
９
月
24
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
半

②
10
月
15
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
半

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
立
図
書
館　

２
階
研
修
室

　

（
米
子
市
中
町
８
）

▼
対
象
者

　

管
理
者
、
労
働
者
、
求
職
者
、
一

般
の
人
な
ど
で
興
味
が
あ
る
人

▼
定　

員

35
人
（
完
全
予
約
制
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所

　

み
な
く
る
米
子

　
　
　
　
　
　
　

☎
31
‐
８
７
８
５

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
）

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
申
し
込
み
が

　

で
き
ま
す
。

①
円
滑
な
人
間
関
係
を
築
く
た
め
の

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

②
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
で
伝
え
る
力
を
身

に
つ
け
よ
う
！

催催 

しし

「市報さかいみなと・議会だより つなぐ」がアプリで読めます

　 自治体広報紙がスマートフォンで手軽にご覧いただける、無料アプリ『マチイロ』へ「市報さかい
みなと」と「議会だより つなぐ」を配信しています。
　アプリのダウンロードは、ＱＲコードを読み取るか、『マチイロ』で検索してください。

　※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとのご負担となります。 

　※広告が表示されますが、境港市とは何ら関係ありません。

　※『マチイロ』は、株式会社ホープ（☎092-716-1404）が作成しています。
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Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
夢
み
な
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
】

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
恒
例
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
掘
り
出
し
物
を
見
つ

け
よ
う
！

▼
と　

き

　

９
月
25
日
（
土
）、
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
料　

金　

入
場
無
料

※
出
店
の
受
け
付
け
は
、
９
月
11
日

　

（
土
）
午
前
９
時
〜

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
３
８
０
０

境
港
再
発
見-

講
座

「
境
港
楽
」

　

第
３
回
テ
ー
マ
は
、「
教
育
熱
心

だ
っ
た
ま
ち
＝
境
港
」
で
す
。

▼
と　

き　

９
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
講　

師

　

川
端　

豊
さ
ん
（
境
港
市
市
史
編

さ
ん
室
）

▼
参
加
料
（
資
料
代
）　

５
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
楽
習
会　

定
岡
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
０
６
４
‐
６
１
９
１

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
延
期

【
秋
の
水
産
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
】

　

９
月
予
定
し
て
い
ま
し
た
「
中
野

港
漁
村
市
」
お
よ
び
、
10
月
に
予
定

し
て
い
ま
し
た
「
第
37
回
境
港
水
産

ま
つ
り
」
は
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
境
漁
港
や
中
野
港
で
の
水
揚
げ

は
順
調
で
す
。
ぜ
ひ
、
市
内
の
直
売

施
設
や
鮮
魚
売
場
で
境
港
産
の
さ
か

な
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

水
産
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
５

【
鬼
太
郎
カ
ッ
プ
境
港
駅
伝
の
中
止
】

　

10
月
17
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い

ま
し
た
、「
日
韓
ロ
国
際
交
流
第
20

回
鬼
太
郎
カ
ッ
プ
境
港
駅
伝
競
走
大

会
」
お
よ
び
「
鳥
取
県
小
学
生
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
大
会
」
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
２

【
石
上
真
由
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
の
延
期
】

　

９
月
11
日
（
土
）
に
予
定
し
て
い

ま
し
た
「
石
上
真
由
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
左
記
の
日
程

に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

▼
延
期
後
の
日
程

　

来
年
１
月
27
日
（
木
）

　

午
後
７
時
〜

　

（
開
場　

午
後
６
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

５
０
０
円

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

　

文
化
ホ
ー
ル

※
９
月
13
日
（
月
）
よ
り
販
売

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

さ
か
い
み
な
と
市
民
の

セ
ー
フ
テ
ィ
・
ド
ラ
イ
ブ

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者

▼
参
加
資
格

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
普
通

免
許
以
上
を
取
得
し
、
そ
の
免
許
に

か
か
る
車
両
を
お
お
む
ね
毎
日
運
転

し
て
い
る
人

▼
実
施
期
間

　

10
月
１
日（
金
）〜
12
月
31
日（
金
）

▼
競
技
方
法

　

１
チ
ー
ム
５
人
編
成
で
、
期
間
中

の
無
事
故
・
無
違
反
の
達
成
を
競
い

ま
す
。

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
３
５
０
円

　

（
運
転
記
録
証
明
書
申
請
手
数
料
）

▼
応
募
期
間

　

９
月
１
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
財
団
法
人　

鳥
取
県
交
通
安

全
協
会
境
港
地
区
協
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
８
６
４

伯
州
綿
収
穫
体
験
参
加
者

　

伯
州
綿
の
収
穫
体
験
に
参
加
さ
れ

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

収
穫
し
た
綿
は
、
市
内
の
新
生
児

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
赤
ち
ゃ
ん
お

く
る
み
」
等
の
原
料
に
使
用
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
「
お
く
る
み
」
を
受

け
取
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
次
に
受
け
取

る
親
子
の
た
め
に
、「
ぬ
く
も
り
の

綿
リ
レ
ー
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

▼
と　

き

　

10
月
２
日
（
土
）
午
前
10
時

　

（
１
時
間
程
度
）

※
雨
天
の
場
合
、
中
止
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

文
化
ホ
ー
ル
東
側
の
伯
州
綿
畑

▼
対
象
者

　

０
〜
３
歳
児
と
そ
の
家
族

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

９
月
17
日
（
金
）

▼
定　

員　

20
人
程
度

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　

し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

●n
o
se
i@
c
ity
.sa
k
a
im
in
a
to
.lg
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夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
墓
地
使
用
者

▼
対　

象

　

市
内
に
住
所
ま
た
は
本
籍
が
あ
る

人
（
焼
骨
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

都
市
整
備
課
で
配
布
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

　

９
月
６
日
（
月
）
〜
30
日
（
木
）

▼
抽
選
日

　

10
月
15
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

※
希
望
し
た
区
画
が
、
他
の
申
込
者

　

と
重
複
し
た
場
合
の
み
参
加
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
予
定
区
画
数

　

40
区
画
（
区
画
面
積
は
５
㎡
）

※
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

　

る
た
め
、
数
が
変
動
す
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

▼
永
代
使
用
料　

37
万
５
千
円

▼
助
成
制
度

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
に
戸
建
住
宅
を
所

有
・
居
住
す
る
人
な
ど
に
、
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課　

都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
５

″
歩
い
て
学
ぶ
″
私
た
ち
の

「
境
港
市
民
の
山
」

散
策
ツ
ア
ー
参
加
者

　

市
が
日
南
町
阿
毘
縁
に
所
有
す
る

境
港
市
民
の
山
を
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
現
地
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。

▼
と　

き　

９
月
26
日
（
日
）

　

午
前
８
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

境
港
市
民
の
山（
日
南
町
阿
毘
縁
）

ほ
か

▼
対
象
者　

小
学
生
以
上
の
市
民

※
中
学
生
以
下
の
参
加
に
は
保
護
者

　

の
同
伴
が
必
要
で
す
。

▼
定　

員　

10
人

▼
参
加
費　

無
料
（
昼
食
代
実
費
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、、

ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
、
農
政
課
で
配
布

　

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

９
月
15
日
（
水
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　

し
、
９
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
申

　

し
込
み
者
全
員
に
当
落
結
果
を
郵

　

送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
抽
選
と
な
っ
た
場
合
は
、

　

今
回
初
め
て
参
加
さ
れ
る
人
を
優

　

先
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

　
　
　
　
　
　
　

●
44
‐
７
９
５
７

●n
o
se
i@
c
ity
.sa
k
a
im
in
a
to
.lg

　

.jp市
営
住
宅
の
入
居
者

▼
入
居
資
格

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

※
２
Ｄ
Ｋ
以
下
の
物
件
は
、
単
身
入

　

居
を
認
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

※
保
証
会
社
に
よ
る
保
証
で
も
入
居

　

を
認
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

　

詳
し
い
入
居
要
件
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

９
月
１
日
（
水
）
〜
８
日
（
水
）

▼
入
居
抽
選
日　

９
月
14
日
（
火
）

▼
入
居
可
能
日　

10
月
１
日
（
金
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
、
別
途

　

駐
車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま

　

す
。(

１
区
画　

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課　

公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
９

納
税
相
談

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
場
合
の
猶
予
制
度
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
場
合

に
、
無
担
保
・
延
滞
金
な
し
で
納
税

の
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
者

　

収
入
が
前
年
若
し
く
は
前
々
年
同

月
と
比
べ
て
20
％
以
上
減
少
し
て
い

て
、
か
つ
一
時
に
納
付
で
き
な
い
者

▼
申
請
対
象

◇
令
和
２
年
度
徴
収
猶
予
許
可
分

◇
令
和
３
年
度
課
税
分

▼
申
請
期
限　

納
期
限
ま
で

　

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
の
昼
間
に
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
時

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

９
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
　

10
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
法

人
市
民
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
時
は
、
あ

　

ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

informationinformationinformationinformation

相相  

談談

団地名
夕顔団地

（誠道町218）
外江団地

（外江町3266-5）

種別 一般 一般

建設年度 平成5年 昭和59年

構造 鉄筋・3階建 鉄筋・4階建

募集住戸
5B棟 17号
（3階）

5号
（3階）

間取り等 2DK6畳 (2) 3DK6畳 (2)、4.5 畳

家賃
16,300～
32,100円

16,100～
31,700円

Mail

FAX

市公式 Twitter
@SakaiminatoCity

https://twitter.com/SakaiminatoCity
公式ウェブサイトの情報等を

つぶやいています。
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公
証
週
間
休
日
法
律
相
談

　

公
正
証
書
作
成
に
か
か
る
遺
言
、

任
意
後
見
、
離
婚
（
慰
謝
料
・
養
育

費
等
）
な
ど
に
関
し
て
、
公
証
人
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。

▼
と　

き

【
休
日
法
律
相
談
】

◇
10
月
２
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
平
日
の
相
談
時
間
の
延
長
】

◇
10
月
１
日
（
金
）
〜
７
日
（
木
）

　

の
平
日
に
つ
い
て
、
午
後
６
時
ま

　

で
相
談
時
間
を
延
長

▼
と
こ
ろ

　

米
子
公
証
役
場
（
米
子
市
加
茂
町

２
丁
目
１
１
３
番
地　

加
茂
町
ビ
ル

２
階
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
受
付
）

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
公
証
役
場

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
３
３
９
９

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

　

「
自
分
に
は
ど
ん
な
職
業
が
向
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」「
働
く
た
め

の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
」
な
ど
、

今
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

お
お
む
ね
15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を

探
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
。

▼
と　

き

　

９
月
10
日
（
金
）・
24
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

市
役
所　

第
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

●y
o
n
a
g
o
-sa
p
o
@
ro
u
k
y
o
u
.g
r

.jp

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
生
涯
現
役
お
仕
事
相
談
日
】

60
歳
以
上
の
人
の
雇
用
の
場
を
提

供
す
る
「
生
涯
現
役
求
人
」
を
中
心

に
お
仕
事
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

毎
週
木
曜
日

▼
と
こ
ろ

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
火
曜
ナ
イ
タ
ー
お
仕
事
相
談
会　

㏌　

プ
ラ
ン
ト
５
】

　

正
規
雇
用
へ
の
転
職
、
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
お
仕
事
の
事
な

ら
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

９
月
14
日
（
火
）・
28
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

　

（
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
開
催
）

▼
と
こ
ろ

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５　

境
港
サ
ロ
ン

※
県
立
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
土
曜
日

　

も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

※
『「
働
く
マ
マ
を
応
援
す
る
」
子

　

育
て
応
援
お
仕
事
相
談
』
も
随
時

　

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
本
紙
22
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
市
役

所
別
館
１
階
に
あ
り
ま
す
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
入
っ
て
左
側
が
県
立
境
港

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
す
。

informationinformation

・な

子育て
ひろば

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせ

ください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先

と同じです。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か

ら、掲載しているイベントや行事等が急遽中止や延期

となる場合があります。

　詳しくは、記載の問い合わせ先へご確認ください。

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３０００円分）を交付してい

ます。今月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和２年１０月、令和３年１、

　４月の人は、９月３０日（木）が申請期限ですので、

　ご注意ください。

　　また、令和３年２月生まれのお子さんの場合は、

　６カ月児健康診査の時にも、申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課　育児支援係　☎４７－１０７７

お子さんの誕生月 参　考

１回目 令和３年４～６月 出生月の３～５カ月後

２回目 令和３年１～３月 出生月の６～８カ月後

３回目 令和２年１０～１２月 出生月の９～１１カ月後

Mail

市報広告

募集中

月額５千円～

◆申し込み・問い合わせ先

地域振興課　広報情報係

　☎４７－１０１０

https://www.city.sakaiminato.

lg.jp/index.php?view=4934
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認定こども園　美哉幼稚園　びさい交流会
【園庭開放】

▼と　き　平日の午前中

※事前の検温と、マスクの着用（大人のみ）をお願いします。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

※園舎の開放は、中止しています。

※２学期より、未就園児（１歳～）対象「にこちゃんくらぶ」

　を開設します。詳しくは、園ホームページをご覧ください。

　申し込みは、電話とファクシミリで受け付けます。

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎・●４２－２０４０

きらきら・ひまわり情報
【巡回子育てプレイランド】※申し込み不要

▼と　き　９月１０日（金）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼ところ　上道公民館

▼内　容　「ひまわり」のおもちゃを持って出かけます。

　　　　　一緒に遊びましょう。併せて、「巡回型子ども

　　　　　服リユース事業」も開催します。

【０歳さんあつまれ～】※要事前申し込み

▼対　象　満１歳までの親子

▼と　き　９月２８日（火）・２９日（水）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　月齢に応じたグループに分かれての交流

　　　　　離乳食・発達・しつけなどの相談

　　　　　幼児食に向けての栄養相談

　　　　　身体計測・手形・足形

▼申込期間　９月３日（金）～２２日（水）

▼定　員　各日１０組

※９月２８日（火）は、助産師が参加します。個別相談も

　できますので、申し込み時にお知らせください。

【おおきくなったね！】※要事前申し込み

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　９月２１日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　９月生まれの誕生会　歌、おはなし会

　　　　　親子ふれあい遊び、エプロンシアター

　　　　　身体計測・手形・足形

▼申込期間　９月３日（金）～１７日（金）

▼定　員　１０組

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先

　こども支援センター　「きらきら」☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

すまいる　育成保育園
【ペリネ骨盤ケア体操】※事前申し込み不要

▼対　象　未就園児親子、保護者のみ

▼と　き　９月２４日（金）午前１０時～１１時

▼講　師　足立敏美さん（骨盤体操指導士）

▼定　員　４人

※来園の際は、新型コロナウイルス感染症対策として

　たくさんのお願いをしています。

　詳しくはお問い合わせください。

▼申し込み・問い合わせ先　

　育成保育園　☎４４－１９５８

　公式ＬＩＮＥ ＩＤ ＠３６２ｙｇｐｒａ

「働くママを応援する」

子育て応援お仕事相談
　「扶養範囲内」「日祝休み」「学校行事への対応」など

子育てしながらご自身にあった仕事選びをサポートい

たします。

▼と　き　毎週月～土曜日（土曜日もオープン）

　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分

▼ところ　県立境港ハローワーク　☎４４－３３９５

　（市役所別館１階　ハローワークに入って左側）

両親学級
※要事前申し込み

▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

　　　　　妊婦さんお一人の参加もOKです。

▼と　き　９月２５日（土）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分 

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼主な内容　①絵本の読み聞かせ・ひまわり見学

　　　　　　②こころと身体を育む食生活について

▼申込期限　９月２２日（水）

※託児もあります。申し込みの時にお知らせください。

※新型コロナウイルス感染防止のため、マスク着用で

　ご参加ください。また、体調不良の場合は、参加の

　見合わせをお願いします。

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課　保健係　☎４７－１０４２

FAX
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☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習係　☎４７－１０９１

☆乳幼児健康診査・相談の日程

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第３金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第１金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

９月２３日（木・祝） 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  9 月  7 日（火）

　12：30 ～ 13：45 の 間で、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和3年 2月生まれの乳児

健康推進課  保健係
　☎47－ 1042

※母子健康手帳を
　持参してください
　（妊活相談を除く）

会場
　保健相談センター

10月  6 日（水） 令和3年 3月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

  9月22日（水） 令和2年 2月生まれの幼児

10月13日（水） 令和2年 3月生まれの幼児

３歳児
健康診査

  9月29日（水） 平成30年 6月生まれの幼児

10月28日（木） 平成30年 7月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

  10月5日（火）

9：30～ 12：00
　　　　　の間で予約制で実施 妊産婦・乳幼児と保護者

※事前にお申し込みください離乳食講習会
（５～８カ月児）10：00～
（９カ月～１歳６カ月児）10：50～
　　　　　　　の予約制で実施

妊活相談
9：30～ 11：30
（受け付けは11：00まで）

お子さんを希望する人

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45－ 0116

「ひまわり」

　☎21－ 8103

境港・子育ての旅（第５期）～ママとゆかいな仲間たち～参加者募集
　子どもにとって親はすべてです。だからこそ親自身が安心感と心のよりどころと楽しみを身に付けて子育てを

していくことが大切です。さあ～！子育て仲間とともに心を見つめあい、グループで楽しく学びましょう。

　子育てについて学びたい人、子育て仲間と話す機会が欲しい人など、ぜひご参加ください。

▼対象者　０歳（５カ月以上）～５歳のお子さんを育てている人

▼と　き　午前１０時～正午（各回とも）

▼ところ　保健相談センター

▼参加費　無料（飲み物各自持参）

▼定　員　１５人（先着１０人託児あり）

▼講　師　松本寿栄子さん（子育て支援アドバイザー）・西江順子さん（助産師）

▼日程と内容　※原則６回ともご参加ください。（マスク着用・体調不良時の参加見合わせをお願いします。）

▼申込期限　９月３０日（木）

▼申し込み・問い合わせ先　健康推進課　保健係　☎４７－１０４３

10月 12日（火） プレゼンテーション
～はじめまして！～ 10月19日（火） 心の発達と心の見つめ方

10月 27日（水） 子育ていろいろ① 11月 2日（火） 子育ていろいろ②

11月 9日（火） スキルアップコミュニケーションと
ワークショップ・修了式 11月30日（火） フォローアップ研修会

（５期生同窓会）
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今月の新規図書

【一般書】

◇多数決は民主主義のルールか？（斎藤文男）

◇認知症笑顔がよみがえる治し方（松野晋太郎）

◇子どもをキッチンに入れよう！（藤野恵美）

◇「男の子」の声かけ　　　　　（小崎恭弘）

◇３８歳、男性、独身　　　　　　　（ウイ）

◇週末ライト・サバイバルのすすめ（カメ五郎）

◇貯金０円生活！　　　　　　　（八乙女暁）

◇他者の靴を履く　　　（ブレイディみかこ）

◇がん消滅の罠２　　　　　　　（岩木一麻）

◇地域創生の本質　　　　　　　（木村俊昭）

◇手作りアイデアｅｃｏ小物

【児童書】

◇いろいろかえる　　　　　　（きくちちき）

◇あんなにあんなに　　（ヨシタケシンスケ）

◇ガラスの犬　　　　　　（フランクボーム）

◇てんこうせいはおはなしやさん（北川チハル）

◇すごすぎる天気の図鑑　　　（荒木健太郎）

◇見つけよう！探険ブック　　　（露木和男）

◇まんが戦国武将大事典　　　（矢部健太郎）

◇中学理科用語をひとつひとつわかりやすく。

◇クモのアナンシ　（F・M・シャーロック）

◇人口減少で日本はどうなる？　（河合雅司）

◇すごい！どうぶつパーク（いしかわこうじ）

　　　　　　　　　　　　　　計６２３冊

☆貸出冊数・期間　　　１人５冊・２週間

市民図書館　☎４７－１０９９

◆開館時間　午前９時３０分～午後６時３０分

　　　　　【土・日・祝日は午後６時閉館】

◆休館日　　毎月第２木曜日・毎月末

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！
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　図書館関連 催し物

　庭やガーデニングの疑問や課題を図書館の資料を使っ

て解決を試みる講座を開きます。参加費無料ですが、事

前申し込みが必要です。（午前午後とも各30人）

▼と　き　９月１１日（土）　

▼ところ　保健相談センター

▼内　容　午前　「野菜づくりのコツと裏技」

　　　　　午後　「ガーデニングで綺麗な花を咲かせよう」

　詳しくは、図書館にお問い合わせください。

市民交流センターの建設に向けて⑯
　図書館部分（鉄筋棟）は、内部の壁、天井下地工事と

なります。

　閲覧室の窓から見る工事現場には、大型クレーン車が

長く伸びた腕で、高いホール部分の上部に資材を運んだ

り、上部から降ろしたりしています。先日は、壁からは

がされた杉の板が山積みになっていました。

　現場関係者のみなさん、よろしくお願いします。

農業者のための図書館活用ミニ講座

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費

　９月１８日（土）

１０月　２日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14:00～ 15:00 無　料

毎月第４土曜日
かみしばいと英語の読み聞かせ

市民図書館
14:30～ 15:00

無　料
大人のための英語多読教室 15:30～ 16:30

お忘れなく！
 固定資産税（３期）　　　　　　　国民健康保険税（３期）
 後期高齢者医療保険料（３期）
　　　　　　　　　　　　　　　の納期限は ９月３０日（木） です
・便利な口座振替をご利用ください
・納期限内に納付がない場合、納期限後２０日以内に督促状を発送します
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－境港市の人口－
　　男　：16,171人（＋ 6）
　　　女　：17,244人（－ 15）
　　合　計：33,415人（－ 9）
　　世帯数：15,388世帯（＋10）

　※令和３年7月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談
　９月　９日（木）
１０月１４日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談
　９月１０日（金）
１０月　８日（金）

13：30 ～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

　９月　８日（水）
１０月１３日（水）

13：30 ～ 15：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

　９月　３日（金）
　９月１７日（金）
１０月　８日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

無料面談相談は中止しています。
詳しくはホームページをご覧ください。
　■ http://www.tottori-shihoshoshi.jp/
　　 html/consultation.html

（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４

多重債務・法律
相  談  会

　９月１６日（木） 13：30 ～ 15：00

鳥取県西部総合事務所
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談 　９月１４日（火） 10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：15
子育て支援課育児支援係
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

　９月２７日（月） 13：00 ～ 15：00
健康推進課保健係
　☎４７－１０４３
※予約制

Ｄ　Ｖ　相　談

◇鳥取県西部総合事務所　地域福祉課　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７

受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

Web

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

9月 4日（土）～

9月 20日（月・祝）
美保関沖事件回想大展示会

海とくらし
の史料館

9：30～
17：00

（最終入館16：30）

美保関沖事件慰霊の会　門脇
☎ 090－ 9062－ 7186

無　料

9月 16日（木）
シンフォニー　アナログ・レコード鑑賞会                                  
①高木麻早「ファースト」
②ジョン・レノン「イマジン」

文化ホール
14：00～
16：00

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料

9月 18日（土）
サロンコンサート
（出演：光長真理恵（声楽））

文化ホール
14：00～
15：00

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料
（飲み物等の提供
はありません）

9月２2日（水）
～9月 26日（日）

ペンタックスリコーファミリークラブ
第38回山陰支部写真展２０２１“海から山へ ”

海とくらし
の史料館

9：30～
17：00

（最終入館16：30）

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000

無　料

9月２３日（木・祝）
～9月 27日（月）

境港写真倶楽部作品展
海とくらし
の史料館

9：30～
17：00

（最終入館16：30）

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000

無　料

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい すくすく育ってね☆

☆ネットで応募☆
できるように
なりました

阿
あ べ

部 優
ゆうと

都 ちゃん

（平成２９年１０月１３日生）（麦垣町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

いつも元気な優ちゃん。お話も上手になったね！

これからもっと色んな音を聞いておしゃべりしようね！

景
かげやま

山 茉
まゆり

結 ちゃん

（令和２年１０月７日生）（外江町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

低体重で産まれたけど今では標準を

上回るくらいで元気で嬉しいです！

本
もといけ

池 隼
はやと

士 ちゃん

（令和２年８月３１日生）（米川町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

いっぱい笑って、いっぱい食べて

元気に大きくなってね！

□材料（４人分）
◇いわし　　　　2尾

◇豚肉ミンチ　 100g

◇にんにく　　　少々

◇生姜　　　　　少々

◇白ねぎ

　　　  80g（1/2 本）

◇むき枝豆　　　10g

◇トマト水煮　　40g

◇サラダ油

　 1.2g（小さじ1/4）

◇水

20ml（大さじ1と 1/3）

材料☆

　◇トマトケチャップ

　　　 32g（大さじ1）

　◇ウスターソース

　　　 15g（大さじ1）

　◇こいくちしょうゆ

　　　4g（小さじ2/3）

　◇カレー粉

　　　1.6g（小さじ1）

　いわしは日本でとても古くから食べられているなじみの深い

魚です。江戸時代の「日々徳用倹約料理角力取組」という節約

に良い料理のランキングにもいわしを使った料理が多く登場し

ており、昔から安く使いやすい食材として重宝されてきました。

　境港でも多く水揚げされる魚で、学校給食でも地元のいわし

のおいしさを知ってもらいたいと思い、つみれを作って汁に入

れたり、かば焼きにしたりしています。

　今回は、いわしの他にも白ねぎも使った、「はまっ子ドライ

カレー」を紹介します。カレーの風味やトマトの酸味で魚が苦

手な人でも食べやすく、残暑が厳しい季節にもごはんが進む一

品です。

□作り方
①　いわしは身だけにして包丁で細かく切る。にんにく、生姜、

　白ねぎをみじん切りにする。

②　フライパンに油を引き、にんにく、生姜を入れて弱火で香

　りが出るままで炒める。豚肉、いわしを入れて、中～強火で

　火が通るまでしっかりと炒める。

③　白ねぎ、カレー粉を入れて炒める。

④　白ねぎがしんなりしたら、トマト水煮を入れて、炒め酸味

　を飛ばす。

⑤　水と材料☆を入れて調味し、水分がなくなるまで中～弱火

　で煮る。

⑥　仕上げに枝豆を入れて、できあがり。

はまっ子ドライカレー

【問い合わせ先】
　境港市学校給食センター
☎21－ 2111  FAX 21－ 2112

いわはま 子ドライカレ

   26学校給食レシピ学学今月
の


